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【目的】 生体由来・合成スキャ
ホールドと細胞との相互作用を
制御することで、その空間配置
の再構築を実現し、臨床化可能
な小口径人工血管等の組織再
生を実現する。

細胞の三次元配置技術に基づいた小口径脱細胞血管等組織再生材料の創成
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小口径脱細胞血管の開発成果

【成果】

・内径2mmロングバイパス（FF 
Bypass, CABG）の初期開存達成
・早期内膜再生のメカニズム解明

・同所的移植中期開存性達成
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